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	            	                    [image: Q. ウェーブをきれいに出すには どうしたらいい?  パーマなのに乾かすと ウェーブが出ない感じ。どうして?  A. シャンプ一後の濡れた髪はウェーブが戻っているのに、ドライヤーをかけるとなんだかダレた感じがする⋯⋯みなさん経験があるんじゃないかな? これは髪が、もとに戻ろうとする水素結合のチカラをもっているから。  濡らすことで、パーマでつくったS-S結合のくせが戻るので、ウェーブがよみがえります。  でも、特に髪質がストレートの人ほど、まっすぐに戻ろうとするチカラがあるのでウェーブが伸びやすい傾向があります。  これを防ぐのに効果的なのは、下から持ち上げて手のひらでウェーブの形をつくり、髪を乾かすこと。  「え、それだけ?」って思われるかな?  シャンプ一後の髪にスタイリング剤でうるおいを与え、下からカールを持ち上げてドライヤーをあてる⋯⋯これによって、もとに戻ろうとする水素結合の力がなくなるんです。  どうぞ今夜からおためしあれ!  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. サロンのトリートメントは特別なんですか？  パーマ後のトリートメント。 いつも家でしてるし、美容室で わざわざしなくても……  A. パーマやカラーのあとは、髪はかなりお疲れモードです。 いろいろな薬剤を使うので、髪に欠かせない脂質やタンパク質が、どうしても不足気味になります。  不足した分をきっちり補ってあげることがダメージ防止への近道。  もちろん自宅でのケアは大事です。 けれど美容師にとって、その日の施術の影響はその日中にリセットするのが鉄則。  本来の好ましい状態に戻してあげることが、サロンのトリートメントなのです。 それで初めて、安心してお客さまのお帰りを見送れる、という気持ちです。  髪の状態によっては、傾いたpHを中和するバッファー剤を使う、1剤式、2剤式のトリートメントを時間をかけて浸透させる、場合によってはホームケアでもきっちりケアしていただくアドバイス⋯⋯などを考えます。  ただ、美容室でトリートメントしたからといって、それがずっと続くわけではありません。  継続は力なり、の言葉どおり、その後のホームケアが髪の運命を握っているんですよ。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. パーマ後のシャンプーの役割はなんですか?  パーマすると"薬を安定させるために 今夜はシャンプーしないでね"って。 美容室でするシャンプーはなにか違うんですか?  A. パーマやカラーのあとにするシャンプーは、髪をきれいにするだけでなく、もっと大事な別の意味が。  パーマやカラーをすると、髪のpHはアルカリ性になるんです。 髪の結合が安定していられるのは弱酸性。 髪にあるアルカリ性の薬剤をきれいに洗い流さなければ髪の中でタンパク質の結合が切られ小さくなってしまうんですね。 髪にアルカリ剤を残さないことが大切なんです。  さらに、美容室のシャンプーにはとっておきの機能があります。 よく弱酸性のシャンプーがいいっていわれるけれど、実際に洗うタイミングには、水のpHの影響で変化して、弱アルカリ性に傾くことが多いんです。 美容室で使うものにはpHを安定に保つ機能があり、シャンプー中でも髪に心地よいpH4.5〜5.5の弱酸性をキープします。 褪色を防いだり、ダメージをできるだけ抑えてくれたり⋯⋯市販品とはひと味違う、スグレモノなんですね。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. パーマでカラーの色が変わるのですか?(2)  バーマをかけると せっかくのカラーも落ちるんでしょう? 防ぐ方法はあるの?  A. 残念ながら100%防ぐことは困難ですが、パーマでの色落ち、つまり褪色をおさえることは できます。  大切なのは薬剤の選定とパーマの施術方法。 美容師の腕が問われるところです。  1剤について、還元剤は還元力が弱くアルカリ剤の少ないものが褪色は少ない傾向です。 2剤は臭素酸系より過酸化水素系近くの方がおすすめです。  重要なポイントとなるのが施術。 ①できるだけ早くロッドを巻く ②1剤は短めに。髪を長い時間、楽液にさらさない ③1剤は髪に浸透する量のみ。流れ落ちない塗布量で  ④2剤はムラなく つながりを切られて小さくなった染料や、鮮やかな色味を出す直接染料が、できるだけ流れ出ないような工夫が褪色させない決め手です。  そして、髪に残っている染料を、もう一度しっかりつないで発色させることで、きれいな色をキープします。  美容師の技術で、パーマとカラーのいい関係づくりができますよ。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. パーマでカラーの色が変わるのですか?（1）  パーマをかけてもらったら 髪の色が少しくすんだ気がする。 もう少しオレンジっぽかったかな?  A. パーマとカラーを同時にしないのはルールです。 なによりも、髪へのダメージが大きいのはお分かりいただけると思います。  でも、もっと大切な理由があります。 それは、パーマ剤がヘアカラーの染料同士のつながりを壊してしまい、せっかくのカラーが流れやすくなるからなんです。 カラーは髪の中で染料が手をつないで(酸化)大きくなることで発色しています。  ところがパーマの1剤は、まったく反対の機能をもっているんです。 髪の内部で発色した、染料同士のつながりをパーマ剤が切ってしまい、小さくしてしまうのです(還元)。  もうひとつ、パーマのアルカリ剤が影響してキューティクルが開くため、小さくなった染料の出て行くスピードがアップして、褪色がすすんでしまうのです。  ヘアカラーの褪色の原因はたくさんありますが、サロンワークにおいてはパーマの影響がとても大きいのですね。  パーマもカラーも、スタイルには欠かせないアイテム。 でも、染料への作用は犬猿の仲なんです。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. サルファイトとかカーリング剤って、 パーマとは違うんですか?  カラーとパーマ、両方するのが ダメっていわれたことがあります。じゃあ サルファイトにしようかっていわれました  A. パーマやカラーは医薬部外品のグループに、ヘアケア、スタイリング剤は化粧品グループに属します。 医薬部外品同士を一度にしてはいけないのがルールです。  そこで科学の技。 ウェーブをつくる薬剤にも、化粧品のものと医薬部外品のもの2タイプがあるという違いに注目です。 サルファイト(カーリング剤)はパーマとは少し違って、化粧品の仲間でやわらかいカールをつくることができるのです。 パーマとは成分も違っているので、においも気になりません。 ただし、パーマよりもパワーが弱く、おだやかに作用するのがポイントです。 髪に与える負担やカラーの褪色が少ないことから、ヘアカラーと一緒におすすめすることができます。  でも、通常のパーマとは違うので、カールのもちがパーマに比べて短いことや、スタイリングの仕方、来店サイクルなどをお客さまにきちんとお話ししながら提案します。 このチョイスで、お客さまの満足にできる限り応えたいですね。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. カラーとパーマ一緒にオーダーできますか?  カラーもチェンジしたいし、 伸びたパーマも復活させたいんだけど  A. この2つを同時にすることはオススメできません。 なぜなら、カラーもパーマもアルカリ剤を 使うので、髪への負担が大きいため、薬事法で最低一週間はあけるよう指導されているという こともあります。 詳しくいうと、ヘアカラーはキューティクルから髪の内部へと薬剤が浸透し、パーマは髪の内部に直接作用する薬剤。 同時に行うと、外からも中からも作用が重なることになり、髪が悲鳴をあげてしまうんですね。ダメージの原因として、パーマやカラーのアルカリ剤が髪に残ってしまうと、内部のタンパク質を分解していきます。 そして、小さくなったタンパク質は自然に流れてしまうことになります。 髪に元気があれば、きれいなスタイルを長くキープすることができます。  時には十分なケアと休養を与えてあげましょう。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. やっぱりストレートはアイロンですか?  私って縮毛。 でもストレートにしたい! どんな方法がありますか?  A. ストレートの仕上がり具合で、満足度が高いのはアイロンです。  アイロンは熱で髪表面のキューティクルに働き、確実に矯正することができるんです。 パーマで間充物質に働きかけても、縮毛は伸びきらないんですが、アイロンでプレスすると伸びる⋯⋯ そのワケは、うろこのように一枚一枚が重なってできているキューティクルが、アイロンする ことでかためられて、全体がくっついたような状態に変化するんです。  たとえるなら、生卵をフライパンでジュージュー焼いて、目玉焼きをつくっているようなもの。 熱く熱したフライパンがアイロンというわけです。  ストレートになることはうれしいけれど、科学的にみると髪であって髪ではない状態になってしまっています。 一種のダメージ状態ですから、その後のカラーやパーマのかかりに影響が出るときもあります。  これからなりたいスタイルや髪の状態に合わせて、いろいろと相談してくださいね。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. パーマで髪が傷むってほんとう?  パーマのなにが髪に悪いのか、 きちんと知りたいです  A. 髪は、アミノ酸(タンパク質)の水素結合、イオン結合、S-S(シスチン)結合、ペプチド結合の4つで成り立っています。 パーマの1剤は水素結合・イオン結合・S-S結合の、3つの結合を切ってしまう力をもっているんです。 結合を切ることで髪をやわらかくし、パーマがかかるんですね。  なかでもS-S結合を切るということは、間充物質が流れやすくなるということ。 だから、一度切られた結合をきちんと戻さなければ、保湿性や髪全体の強度も下がり、ダメージにつながる危険性があるのです。  髪の命である間充物質に、もっとも影響するのがパーマです。 パーマ液のアルカリ剤が、髪のタンパク質をPPT〜アミノ酸レベルにまで分解させてしまうことが、ダメージの大きな原因。  パーマのダメージは表面を見ただけでは分かりづらいので、きちんとしたケアが大切です。 パーマ後のシャンプーやトリートメントで切れた結合をきちんと戻すことがまず大切。  毎日のホームケアも、大切なプロセスなんですよ。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
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	            	                    [image: Q.なぜパーマはとれるの?  あんなにフワフワのウェーブだったのに、 日が経つとパーマが伸びるのはなぜ?  A. パーマが髪の中にある間充物質に作用して、結合に変化を起こす⋯⋯というのは、お分かりいただけていると思います。 これでウェーブを出すことはできるのですが、盲点はキューティクル。 どれだけ中が変わっても、キューティクルも曲線を描いて変化するわけではないんです。  では、髪がカールしている部分のキューティクルの状態、どうなってのかな? キューティクルがうろこみたいに重なっているのはご存じですよね?  パーマで髪にウェーブをつけると、これに沿ってカールの外側は浮き上がり、内側は圧迫され、押しつぶされたような状態になっているんです。 でも髪は伸びていきます。 この成長に合わせて、キューティクルもまっすぐになろうとがんばります。特にシャンプーで髪が濡れると水素結合が切れて、内側の間充物質の力より、外側のキューティクルのほうが力は勝ってしまいます。 これを毎日くり返すので、だんだんとパーマは伸びていってしまうんですね。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしようね。]
        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: Q. パーマってどれくらいもつの?  しっかりしたパーマは長もちして、 ゆるいパーマはもたないイメージ。 本当はどれくらいもつんだろう?  A. 一度かけたパーマのウェーブは、S→C→J→Iへと変化していきます。 しっかりしたパーマはS字を描くカール、それが伸びきるとI字という流れですね。 ウェーブをかけたことがある方なら、お分かりいただけると思います。  このSカールで2ヶ月、Cカールなら1ヶ月のもち、というのが美容師の見解なんです。 もちろん個人差もありますが、たくさんの人の髪を見続けた結果です。  ちょっと前は「パーマをかけると3ヶ月もつ」といった流行りもありましたが、最近の傾向は1ヶ月もつスタイルもOKという時代。 強くかけて長もちさせるより、自然なスタイルでこまめに手入れするのが今の主流になって いて、直後の質感、表情といったニュアンスが命。  そんなお客さまのファッションセンスをサポートするために、美容師はお客さまのイメージにあったスタイル提案をしています。  DEMI 書籍「もっと、髪の話をしよう。」から引用  #日本ヘアケアマイスター協会  #ヘアケアマイスター  #もっと髪の話しをしよう]
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